
 

 

 

 

 

 

全員でよりよい着地点へ！～全国学力調査分析から②～ 

 前号に引き続き、全国学力調査問題【国語・数学】分析からみえる、尾中生の課題とその対策

について紹介してまいります。 

国語や数学の分析からわかる尾中生の課題は次の通りです。 

・複数の資料を踏まえて自分の意見を形成することに課題がある 

 前号でも取り上げましたが、国語２四の問題では、合唱

コンクールの委員３名が、学級の目標を達成するための課

題についてアンケートをとり、その解決のために話し合っ

ている場面が取り上げられています。委員の一人である山

下さんが、「『美しい歌声を響かせよう』という目標に向け

て練習するために、学級のみんなにどのように伝えたらよ

いでしょうか。」と投げかけている状況を受け、あなたな

らどのような意見を述べるか、が問われています。 

 この場面はまさに学級活動における学級会の場面と合

致するのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の意見を主張するだけでなく、仲間の意見も尊重しつつ、合意形成を図る。学級の皆でよ

りよい着地点を探っていく。複数の意見を整理しながら自分の考えを伝える経験を積み重ねて

いく学級活動を大切にしていきます。              【文責：校長 工藤雅史】 
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って立つ学校～自分たちで創り上げるシン尾花沢中～ 

つたえゆかしい 校章よ おおむつましく 丘かげに 
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